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ゲージ/重力対応は弦理論やゲージ理論の非摂動的な側面を議論する上で重要な概念の一つで
ある。その一つの例はAdS/CFT対応で、近年盛んに研究されている。本講演ではゲージ/重力対
応の一例として、SU(2|4)の対称性を持つ理論について議論した。

SU(2|4) 対称性を持つ理論には plane wave matrix model(PWMM)、2 + 1 SYM on R ×
S2(SYMR×S2)、N = 4 SYM on R × S3/Zk(SYMR×S3/Zk

) があり、これら理論は多くの非自
明な真空を持つ。最近、LinとMaldacenaによって各理論の gravity dualを統一的に与える方法が
見出された [1]。その方法によると、SYMR×S2 と SYMR×S3/Zk

の各真空まわりの理論は PWMM
に埋め込まれることが示唆される。我々はこのことを SYMR×S2 の全ての真空と SYMR×S3/Zk

の
自明な真空について証明した [2]。
我々の結果はゲージ/重力対応の非自明なチェックになっているだけではなく、以下の点でも興

味深いものである。第一に、Taylorによる行列模型におけるコンパクト化 [3] を球面へのコンパク
ト化に拡張した。我々は行列で、S3/Zkを S2上のU(1)束として実現した。第二に、様々な球面調
和関数の間の関係を明らかにした。具体的には S3上の球面調和関数、モノポール球面調和関数、
同心に並んだ異なる半径を持つ fuzzy sphere上の球面調和関数の間の関係を明らかにした。また、
本講演では議論しなかったが、fuzzy sphere上のトポロジカルに非自明な配位やその charge[4]に
ついての新たな理解を得た。我々の結果は、曲がった空間やトポロジカル不変量を行列模型で記
述するという問題に対する糸口を与えている。
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1この講演は伊敷吾郎氏、高山靖敏氏、土屋麻人氏との共同研究に基づく [2]。


